
　社会資本総合整備計画 事後評価書             令和03年03月22日

計画の名称 都市公園の整備による緑豊かな魅力あるまちづくり「その２」

計画の期間   平成２８年度 ～   平成３１年度 (4年間) 重点配分対象の該当

交付対象 滋賀県

計画の目標 琵琶湖総合保全整備計画（マザーレイク２１計画）第２期計画に基づき、琵琶湖流域生態系の保全・再生、暮らしと湖の関わりの再生を柱として、水陸移行帯の保全再生

や地域の保全活動を支援できる仕組みの構築などを盛り込んだ都市公園整備を実施することにより、琵琶湖南流域の総合的な保全再生を目指す。

野洲川廃川敷地にかつて身近にあった自然豊かな森の復元や残された河畔林の保全を行うことで自然豊かな都市公園の整備と琵琶湖の湖辺域の生物多様性を確保する。

このことにより、身近な自然にふれあえる都市公園として、また、地域活性化の拠点として緑に接する人が増えることが期待され、県の都市公園施策や環境施策に対する公園利用者の満足度が充足される。

また、本県の都市公園では施設の老朽化に伴う安全性が課題となっており、長寿命化計画に基づき適切な管理及び計画的な施設の改築・更新を行うことで、公園施設の老朽化に対する安全対策の強化を図る。

全体事業費（百万円） 合計（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）                 350  Ａ                 350  Ｂ                   0  Ｃ                   0  Ｄ                   0 効果促進事業費の割合Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）         0 ％

番号

計画の成果目標（定量的指標）

定量的指標の定義及び算定式

定量的指標の現況値及び目標値

当初現況値 中間目標値 最終目標値

(H28当初) (H29末) （H31末）

   1 びわこ地球市民の森における育樹ボランティア活動者の増加

びわこ地球市民の森における育樹ボランティアの活動者数(年度毎に育樹ボランティア参加者の実数を把握する。) 2200人 2400人 2600人

   2 びわこ地球市民の森公園利用者の満足度の増加

びわこ地球市民の森における公園利用者の満足度(アンケート用紙を配布して実施。　（上位2評価にチェックをした公園利用者数）／（アンケート有効回答数）) 50％以上 50％以上 50％以上

   3 県営都市公園における老朽化した主要な公園施設について、改築・更新を実施した公園施設の割合

県営都市公園における老朽化した主要な公園施設について、改築・更新を実施した公園施設の割合 0％ 0％ 100％

備考等 個別施設計画を含む － 国土強靱化を含む － 定住自立圏を含む － 連携中枢都市圏を含む － 流域水循環計画を含む － 地域再生計画を含む －

1 案件番号： 0000288116



A 基幹事業

基幹事業（大） 番号

事業 地域 交付 直接
事業者 種別１ 種別２

要素となる事業名 事業内容 市区町村名／ 事業実施期間（年度） 全体事業費 費用 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （事業箇所） （延長・面積等） 港湾・地区名 H28 H29 H30 H31 R02 （百万円） 便益比 策定状況

一体的に実施することにより期待される効果

備考

都市公園・緑地等事

業 A12-001

公園 一般 滋賀県 直接 滋賀県 － － 都市公園等事業　（びわ

こ地球市民の森）

園路、広場等　11.5 ha 守山市  ■  ■  ■  ■         250 －

A12-002

公園 一般 滋賀県 直接 滋賀県 － － 都市公園安全・安心対策

事業（公園施設長寿命化

対策支援事業）

県営都市公園6箇所における

公園施設の改築

大津市他  ■         100 策定済

 小計         350

合計         350

1 案件番号：  0000288116



事　後　評　価

○事後評価の実施体制、実施時期
事後評価の実施時期

公表の方法

○事業効果の発現状況

定量的指標に関連する
交付対象事業の効果の発現状況

定量的指標以外の交付対象事業の
効果の発現状況（必要に応じて記述）

○特記事項（今後の方針等）

滋賀県公共事業評価監視委員会
事後評価の実施体制

0000288116案件番号：

令和3年1月20日

滋賀県ホームページで公開

〇育樹ボランティア活動者の増加について、最終目標値　２,６００人に対して、２,８７７人の実績値で目標を達成。
〇公園利用者の満足度の増加について、最終目標値　５０％以上に対して、８４．７％の実績値で目標を達成。
〇老朽化した公園施設の改築・更新を実施した割合について、令和2年度末繰り越し工事を完了して、令和元年度末の最終目標
値　１００％に対して、１００％の実績値で目標を達成。

県営都市公園びわこ地球市民の森は、野洲川の廃川敷を利用して自然環境を再生するため、県民との協働による豊かな森づくりとして整備を進めてきた。
今後は、県民との協働による森の維持管理に比重を移し、継続的な環境活動の「実践の場」「学びの場」としての役割を担うように努める。



○目標値の達成状況

番号
指標（略称）
目標値／実績値 目標値と実績値に差が出た要因

 1

びわこ地球市民の森における育樹ボランティア活動者の増加 

最　終
目標値
2600人

企業などの社会活動の高まりと合わせて、森づくりサポーターとして年数回のボランティア活動を実施しくれる団体や人数が増えたことが結

果の数値として現れたと考えられる。

最　終
2877人

実績値

 2

びわこ地球市民の森公園利用者の満足度の増加

最　終
目標値
50％以上

整備により、予想以上に公園利用者の半数以上が満足感を感じてもらえた。

最　終
85％以上

実績値

 3

県営都市公園における老朽化した主要な公園施設について、改築・更新を実施した公園施設の割合 

最　終
目標値
100％

最　終
100％

実績値

1 案件番号：0000288116


